
の安全を評価する「MPI」から成る。後者は、アス
リートへのカウンセリングを踏まえ、「多分野サポート」
「単一分野サポート」のいずれかで対応する。
　スポーツ医科学クリニックでは単純X線やMRI
などの画像診断機器の他、各診察室に超音波診
断機器を配備。また、近年、スポーツ傷害の急性
期治療において有効性が注目されている高気圧酸
素治療装置（最大8人同時に利用が可能）も導入
している。今後は学外にもサポート提供や情報発
信できる体制を整え、日本のスポーツ医科学の実
践・研究の最先進拠点を目指していく。

有機的な連携ができる環境にあるのが当センター
の強み」と言う。
　センターはTASK（Teikyo	Athlete	 Support	
Knowledge）というサービスブランドを開発した。3
つの「TASKエントリーサービス」と2つの「TASK
サポートプログラム」である。前者は、スポーツ傷害
を診療する「スポーツ医科学クリニック」、アスレティ
ックトレーナーとフィジカルコーチが競技復帰とパフォ
ーマンス向上に必要な取り組みを一括・一貫して
支援する「TASKパフォーマンス」、テクノロジーを
活用してエビデンスに基づく傷害復帰指標で動き

カメラや映像を使って動作分析を行い、
競技復帰に向けた取り組みに活用するMPI

酸素濃度や温度、湿度を調節することで、
高地環境や暑熱環境でのトレーニングができる環境制御室

「今後は外部のニーズがあれば、
早朝や深夜にも対応していきたい」と語る
加藤基講師人工芝でのランニング、野球、ゴルフなどのトレーニングも行える室内練習場

高気圧酸素治療装置。スポーツ傷害に特化した
多人数同時の高気圧酸素治療を行っている日本唯一の施設だ

最新機器が充実し、同時に約50人が
筋力トレーニング可能なトレーニングルーム

患者と医療従事者に優しい病院環境をつくる

アスリート支える最先端医科学拠点

る疾患の治療・研究を進める「メディカル」、競技
復帰やパフォーマンスの向上に向けた取り組みを
競技現場でアスリートとともに実践する「フィジカル」、
バイオメカニクスや運動生理学に沿って測定・研究
を行う「サイエンス」、情報処理技術を活用し、よ
り効率的な選手サポートを実現する「テクノロジー」
の4分野で専門スタッフがチームを作り、連携しな
がらアスリートをサポートしている。
　設計段階から関わっている加藤基

はじめ

講師（アスレ
ティックトレーナー）は「センター内の医師、トレーナ
ー、栄養士など全スタッフが集まり、意思統一や

東京五輪・パラリンピックの来年開催を前に、
スポーツ医科学が注目される中、帝京大学

は昨年10月、スポーツ医科学センター棟をオープ
ンした。センター自体は2011年に設立され、運
動部に所属する選手を主対象に、スポーツ傷害の
予防・治療やアスリートのパフォーマンス向上を進
めてきた。さらに機能を強化するため、大学のスポ
ーツ医科学専用単体建物としては国内初の施設と
して新築した。地上5階建てで、延べ床面積は約
9000ｍ²である。
　センターでは、スポーツ傷害やアスリートに関す

187 帝京大学スポーツ医科学センター（東京都八王子市）

緑豊かな多摩丘陵に広がる帝京大学八王子キャンパス。その一角にスポーツ医科学センターがある
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